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　平成 21 年 1 月、萩反射炉など萩の遺産を含む「九州・山口
の近代化産業遺産群」がユネスコの世界遺産委員会の暫定一覧
表に登載されました。現在、萩市など 7 県 11 市が国内外の専
門家や文化庁等と連携して登録準備作業を進めています。
　各市が抱えている様々な課題を早急に解決できれば、登録ま
での最短の日程としては、平成 24 年に日本政府が決定しユネ
スコへ推薦書を提出、25 年にイコモス（国際記念物遺跡会議）
の審査、26 年に登録決定となります。
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　　世界遺産に
　　　　　待ち遠し

「萩反射炉」撮影：野間幹雄（前小畑）
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萩I.C（仮称）
椿

真名

絵堂I.C

大田I.C

中国
自動車道

美祢東JCT

十文字I.C

秋吉台I.C

明石I.C

三隅I.C

９月開通（予定）

５月開通（予定）

萩・三隅道路

小郡萩道路

年
２
か
月
ぶ
り
に
き
れ
い
な
姿
が
復

元
し
ま
し
た
。

　

修
理
は
、
崩
壊
部
と
そ
の
周
辺
の

石
組
み
を
解
体
後
、
崩
壊
前
と
同
じ

積
み
方
で
元
の
位
置
に
石
を
積
み
戻

す
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
石
垣
修
理
で
は
、
水
の
中

で
石
垣
を
支
え
て
い
た
胴ど

う
ぎ木

が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
こ
の
胴
木
は
、
萩
城

の
築
城
開
始
１
６
０
４
年
と
同
時
期

の
も
の
と
推
測
さ
れ
、
約
４
０
０
年

も
の
長
い
間
、
水
中
で
萩
の
歴
史
を

支
え
て
い
ま
し
た
。

小 萩郡 三萩 隅道 道路 路５ ９月 月に に小 全郡 線〜絵堂

　

山
口
市
小
郡
と
萩
市
を
結
び
中
国
自

動
車
道
に
つ
な
が
る
「
小
郡
萩
道
路
」

は
、
昨
年
３
月
に
美
祢
東
Ｊ
C
Ｔ
〜
十

文
字
IC
ま
で
の
0.6
㎞
が
、
今
年
１
月
に

秋
吉
台
IC
ま
で
の
2.3
㎞
が
開
通
し
ま
し

た
。
今
後
は
５
月
に
奇
兵
隊
の
本
陣
跡

で
有
名
な
絵
堂
IC
ま
で
の
10
㎞
が
開
通

す
る
予
定
で
、
こ
れ
に
よ
り
萩
市
と
新

山
口
駅
間
が
約
14
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

萩
や
秋
吉
台
へ
の
県
内
外
か
ら
の
交

通
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
、観
光
客
の
増

加
に
よ
る
経
済
効
果
や
地
域
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
萩
市
で
は
、
ア
ク
セ
ス
が
さ

ら
に
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ
う
、
絵
堂
〜

萩
間
約
17
㎞
の
整
備
を
、
国
・
県
へ
要

望
し
て
い
ま
す
。

※
旧
萩
有
料
道
路
も
昨
年
３
月
無
料
に

な
り
ま
し
た
。

　

萩
市
と
長
門
市
を
つ
な
ぐ
「
萩
三
隅

【
時
打
矢
倉
、
手
前
左
側
】　

萩
城
二
の
丸
の
外
側
を
囲

む
矢
倉
群
の
一
つ
。
矢
倉
に
置
か
れ
た
大
太
鼓
が
一
日

２
回
、
朝
夕
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
登
城
と
下
城
の
時
刻

を
知
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
正
面
奥
に
萩
城
天
守
閣

道
路
」
は
、
３
年
前
の
２
月
に
、
三
隅

〜
三
見
明
石
の
約
7.1
㎞
が
開
通
し
て
お

り
、
残
る
三
見
明
石
〜
萩
（
椿
、
Ｊ
Ｒ

萩
駅
南
側
）
の
約
8.1
㎞
は
、
国
体
開
催

前
の
９
月
に
開
通
す
る
予
定
で
す
。
全

線
開
通
に
よ
り
萩
市
と
長
門
市
間
が
約

10
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
椿
地
区
に
で
き
る
萩
・
三
隅
道

路
の
萩
IC
入
口
付
近
に
、
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
（
兵
庫
県
）
が
「
ザ
・
ビ
ッ
グ
萩

店
」
を
国
体
ま
で
の
遅
く
と
も
９
月
末

ま
で
に
開
店
し
ま
す
（
店
舗
面
積
約

７
０
０
０
㎡
は
、
ア
ト
ラ
ス
萩
店
の
約

1.2
倍
）。

　

山
口
県
で
は
昭
和
38
年
以
来
、
48
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
る
第
66
回
国
民
体
育

大
会
（
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
）
が
、

今
年
10
月
１
日
〜
11
日
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
萩
市
で
は
、
軟
式
野
球
、
柔
道
、

カ
ヌ
ー
、
卓
球
が
行
わ
れ
ま
す
。

高架橋の工事が進んでいます（山田、2月）

萩
城
跡
入
口
の
石
垣 

修
復
完
成
!!

時
打
矢
倉

３
年
２
か
月
ぶ
り
に

　

平
成
19
年
10
月
の
集
中
豪
雨
に
よ

り
崩
壊
し
た
国
史
跡
萩
城
跡
「
時
打

矢
倉
跡
」（
堀
内
）
の
石
垣
保
存
修

理
工
事
が
昨
年
12
月
に
完
成
し
、
３

　10 月の山口国体に向け、国や山口県が整備している高規格道
路「小郡萩道路」や「萩三隅道路」が開通し、萩へのアクセスが
便利になります。いずれも自動車専用道路で通行料は無料。

萩へのアクセス道が
国体までに開通します！

小
郡
萩
道
路

萩
三
隅
道
路

萩
三
隅
道
路

48
年
ぶ
り
の

「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」

10
月
開
催

（萩博物館模型）

写真
（左上）
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明倫小となりの緑豊かな中央公園に位置する新萩図書館・児童館

新萩図書館に
電子図書館を
開設

　

３
月
21
日
（
月
・
祝
）、
萩
市
江
向

に
あ
っ
た
萩
図
書
館
の
隣
接
地
に
新
し

い
萩
図
書
館
・
児
童
館
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
新
図
書
館
で
は
、
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
電
子
書
籍
を
借
り
る
こ
と
が
で
き

る
「
電
子
図
書
館
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
萩
図
書
館
の
特
長
と
し
て
、

萩
市
民
の
ほ
か
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

員
の
皆
さ
ん
も
利
用
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

萩
の
歴
史
や
教
え
に
ご
興
味
の
あ
る

方
、
来
萩
さ
れ
な
く
て
も
、
ご
自
宅
等

か
ら
、
萩
図
書
館
所
蔵
の
貴
重
な
書
籍

や
資
料
の
一
部
を
閲
覧
で
き
る
機
会
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
い
だ
パ
ソ

コ
ン
の
画
面
上
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
か

ら
で
も
紙
の
本
を
め
く
る
よ
う
な
動
き

で
電
子
書
籍
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
、

い
わ
ゆ
る
ネ
ッ
ト
上
の
図
書
館
で
、
公

立
図
書
館
で
は
全
国
で
３
番
目
の
正
式

導
入
と
な
る
最
先
端
の
機
能
で
す
。

　

開
館
時
に
は
、
約
１
０
０
０
冊
の
電

子
書
籍
が
準
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

萩
図
書
館
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
資
料

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
も
の
を
、
電
子
図

書
館
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
公
開

し
て
い
き
ま
す
。

　

萩
図
書
館
は
全
国
初
の
郡
立
図
書
館

と
し
て
明
治
34
年
に
開
館
し
、
貴
重
書

籍
が
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
明

倫
館
蔵
書
や
明
治
初
期
の
英
学
の
教
科

書
な
ど
の
ほ
か
、
松
下
村
塾
で
出
版
さ

れ
た
書
籍
（
吉
田
松
陰
が
野
山
獄
で
著

し
た
本
「
幽
囚
録
」、
高
杉
晋
作
の
漢

詩
集
「
投
獄
集
」
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

開
館
時
に
は
約
１
０
０
点
が
公
開
さ
れ
、

順
次
増
や
さ
れ
る
予
定
で
す
。

○
利
用
方
法　

萩
図
書
館
に
利
用
申
込

を
し
て
く
だ
さ
い
。
発
行
さ
れ
る
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
、
貸
出
手
続

き
を
行
っ
た
後
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
貸
出
期
間
２
週
間
を
過
ぎ

る
と
自
動
で
返
却
さ
れ
見
れ
な
く
な
り

ま
す
。
１
人
１
回
５
冊
ま
で
。

○
対
応
機
器　

現
在
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

パ
ソ
コ
ン
の
み
で
す
が
、
今
後
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
や
携
帯
電
話
端
末
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

萩図書館（０８３８・２５・６３５５）

　

萩
市
観
光
協
会
が
算
出
し
た
、
平

成
22
年
の
萩
地
域
の
観
光
客
数
は

１
５
１
万
６
０
７
人
で
、
前
年
比

13
・
３
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
宿
泊

者
数
も
47
万
７
８
３
０
人
で
、
前
年

比
5.8
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」

放
映
や
吉
田
松
陰
先
生
生
誕
１
８
０

　

今
年
の
１
月
は
全
国
的
に
寒
い
月

と
な
り
ま
し
た
が
、
萩
で
も
寒
い
日

の
続
く
１
か
月
で
し
た
。

　

下
関
地
方
気
象
台
に
よ
る
と
、
萩

の
１
月
の
平
均
気
温
は
3.0
度
。
こ
れ

は
、
１
９
８
１
年
に
記
録
し
た
気
温

を
更
新
し
、
１
９
６
３
年
の
2.0
度
に

30
年
ぶ
り
の

寒
さ

１
月
平
均
気
温 

萩
で
過
去
２
番
目（
3.0
度
）

前
年
比
13
％
増
の
１
５
１
万
人

平
成
19
年
以
来
の
１
５
０
万
人
台
!!

東京都千代田区、大阪府堺市に次ぎ全国３番目

昨
年
の

観
光
客
数

年
な
ど
、
幕
末
・
明
治
維
新
の
時
代

が
注
目
さ
れ
た
１
年
で
、
日
本
経
済

新
聞
何
で
も
ラ
ン
キ
ン
グ
「
散
策
し

た
い
歴
史
あ
る
町
並
み
」
で
１
位
に

ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
る
な
ど
、
萩
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
構
想
が
定
着
し
て
き

た
こ
と
な
ど
が
増
加
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

次
ぐ
過
去
２
番
目
に
低
い
気
温
で
し

た
。
ま
た
、
須
佐
の
１
月
の
平
均
気

温
は
2.4
度
で
、
統
計
を
取
り
始
め

た
１
９
７
８
年
以
来
最
低
だ
っ
た

１
９
８
１
年
の
2.9
度
を
更
新
し
、
最

も
低
い
気
温
と
な
り
ま
し
た
。

萩ネットワーク
会員の皆さんも
利用できます！

　新萩図書館の開館にあわせて寄付を募集し
ています。いただいた寄付金は図書などの資
料や備品の購入費等に活用し、より良い図書
館作りに役立てていきます。
　５万円以上寄付していただいた場合は、寄
付者の氏名等を図書館内に掲示し顕彰します。
30 万円以上を寄付された場合は、氏名掲示
のほか感謝状を贈呈します。市外の方は「ふ
るさと寄付制度」として税額控除の取り扱い
もできます。

記念（メモリアル）寄付

　週刊誌や月刊誌などの新刊雑誌の購入代金
を負担していただく雑誌スポンサーも募集し
ています。
　スポンサーになっていただいた場合、スポ
ンサー名を提供雑誌の最新号の表紙カバー表
面と配架場所に表示します（匿名可）。
　受付期限は３月 10 日ですが、状況に応じ
随時受け付けます。
□スポンサー期間　１年間

雑誌スポンサー

申込先

電
子
図
書
館

貴ア
重ー
書カ
籍イ
デブ
ジ
タ
ル

旧萩商業高

明倫小
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７

番
外
編
　
萩
城
下
の
町
印

　

城
下
町
絵
図
を
通
覧
す
る
と
、
三
角

州
上
の
城
下
町
が
、
水
と
戦
い
、
水
と

共
生
し
て
き
た
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

城
下
町
絵
図
の
他
に
、
城
下
町
と
水

と
の
関
連
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料

が
「
町
幟
（
の
ぼ
り
）
図
屏
風
」
で
す
。

　

萩
城
下
に
は
、
全
部
で
28
の
町
人
町

が
あ
り
、
萩
町
奉
行
が
管
轄
し
ま
し
た
。

大
雨
に
よ
り
洪
水
の
危
険
が
生
じ
た
時

に
は
、
城
下
の
各
々
の
町
内
で
は
、
三

角
州
周
囲
の
堤
防
に
出
動
し
て
警
戒
に

あ
た
り
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
分
担
地

域
が
分
か
る
よ
う
に
、
昼
間
は
町
印
を

染
め
抜
い
た
幟
を
、
夜
間
は
町
印
を
入

れ
た
提
灯
を
持
ち
場
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

以
下
、
各
町
人
町
の
ユ
ニ
ー
ク
な
町

印
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
水

と
戦
い
共
生
し
て
き
た
城
下
町
の
歴
史

を
伝
え
る
資
料
で
す
。

　

洪
水
に
備
え
、
緊
張
し
た
出
動
に
用

い
ら
れ
た
幟
や
提
灯
で
す
が
、
町
印
の

瓦
かわらまち

町

塩
しおやちょう

屋町今
いまうおのたなまち

魚店町

唐
からひまち

樋町 西
にしだまち

田町

米
こめやちょう

屋町細
さいくまち

工町

御
おもとまち

許町

　瓦町は、瓦と水しぶきが描かれて
います。
　西田町は、巻貝＝ニシ（萩地域で
は細長い巻貝を総称してニシと称し
ます）が描かれています。西をニシ
で表現しています。

　唐樋町は唐樋門が描かれています。
三角州北東部から中央辺りに広がっ
ていた入江・湿地の深奥部の町です。
　御許町は、植物の万年青（おもと）
が描かれています。

　塩屋町は（塩）水を汲む手桶が描
かれています。
　米屋町は、弦のある枡（ます）と
米を均（なら）す棒とが描かれてい
ます。

　今魚町は魚の尾ひれが描かれてい
ます。
　細工町はカンザシなどの細工物の
部分が描かれています。

中
に
は
笑
み
を
誘
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

幸
い
な
こ
と
に
城
下
町
萩
は
、
低
湿

な
三
角
州
の
上
に
「
ま
ち
」
が
築
か
れ

て
い
ま
す
が
、
組
織
的
な
防
災
も
あ
り
、

甚
大
な
水
害
被
害
を
被
り
ま
せ
ん
で
し

た
。萩

博
物
館
統
括
学
芸
員　

清
水
満
幸

町印

町幟図
屏風
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全
国
地
産
地
消
推
進
協
議
会
が
実
施

す
る
「
地
産
地
消
優
良
活
動
表
彰
」
で
、

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
の
取
り
組

み
が
農
林
水
産
大
臣
賞
（
交
流
促
進
部

門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
山
口
県
で
は

初
め
て
、
ま
た
水
産
関
係
で
は
全
国
で

初
め
て
の
受
賞
で
す
。

　

萩
し
ー
ま
ー
と
は
、
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
と
行
動
力
で
多
品
種
少
量
産
地
の
特

徴
を
活
か
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

道
の
駅「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

　

萩
市
の
陶
芸
家　

岡
田
裕
さ
ん
（
64

歳
、
椿
東
前
小
畑
）
の
作
品
「
炎え

ん

彩さ
い

花か

器き

」
が
全
国
的
な
陶
芸
展
「
第
４
回
菊

池
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
で
最
高
賞
の
大
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

菊
池
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
、
財
団
法
人

菊
池
美
術
財
団
が
、
21
世
紀
の
陶
芸
界

の
新
た
な
展
開
を
探
る
こ
と
を
目
的
に

隔
年
で
開
催
し
て
い
る
公
募
展
で
す
。

第
４
回
目
と
な
る
今
回
は
、
全
国
か
ら

４
２
３
点
の
応
募
が
あ
り
、
入
選
作
49

点
か
ら
、
岡
田
さ
ん
の
「
炎
彩
花
器
」

が
大
賞
１
点
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

岡
田
さ
ん
の
長
男
の
岡
田
泰
さ
ん
（
34

歳
、
椿
東
）
の
作
品
「
淡た
ん

青せ
い

釉ゆ
う

鉢ば
ち

」
も

入
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
は
、
萩
市
前
小
畑
で
天
明

２
年
（
１
７
８
２
年
）
に
開
窯
し
た
岡

田
窯
の
８
代
目
。
平
成
18
年
に
は
、
山

口
県
指
定
無
形
文
化
財
萩
焼
保
持
者

に
認
定
。
日
本
工
芸
会
の
理
事
も
務

め
、「
日
本
伝
統
工
芸
展
」
な
ど
を
作

品
の
発
表
の
場
と
し
て
い
ま
し
た
。
今

回
、
菊
池
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
へ
出
品
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
岡
田
さ
ん
は
「
ひ
と

つ
の
世
界
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
世
界（
他
の
団
体
の
公
募
展
）

に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
仕
事
の

領
域
を
広
げ
よ
う
と
い
う
自
分
へ
の
叱

咤
激
励
で
あ
る
と
同
時
に
、
若
い
世
代

岡田 裕 さん

第４回 菊池ビエンナーレ

「炎
え ん さ い か き

彩花器」
直径約 40㎝、高さ約 20㎝
の花器。白地の器に薄茶、赤
茶、こげ茶色などで表現した
炎の模様が浮き上がっている
ように見えるのが特色。

◆菊池寛
かん

実
じつ

記念　智
とも

美術館
　（財団法人菊池美術財団）

　実業家菊池寛実の娘で、現代陶芸コレク
ターの菊池智が長年蒐集してきた現代陶芸の
コレクションを公開するために、2003 年４
月、東京・虎ノ門に開館。大賞を受賞した岡
田さんの作品「炎彩花器」は、４月２日（土）か
ら６月26日（日）まで展示。
□東京都港区虎ノ門４ー１ー35西久保ビル

（東京メトロ日比谷線・神谷町駅：出口４bか
ら徒歩６分）　☎０３・５７３３・５１３１

の
人
た
ち
へ
エ
ー
ル
を
送
る
意
味
で
も
、

挑
戦
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　

萩
焼
と
い
え
ば
、
釉
薬
の
か
か
っ
た

も
の
を
連
想
さ
れ
る
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
岡
田
さ
ん
は
萩
の
土
の
新
し

い
表
情
を
出
し
た
い
と
、
約
10
年
前
か

ら
、
土
の
質
感
を
生
か
し
た
「
炎
彩
シ

リ
ー
ズ
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
萩
の
土
で
ど
こ
ま
で
の
表
現
が
で

き
る
の
か
。
こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
可
能

性
を
楽
し
く
、
一
生
懸
命
に
追
求
し
て

い
き
た
い
」
と
岡
田
さ
ん
。
今
後
、
ど

ん
な
作
品
が
生
み
出
さ
れ
る
の
か
、
そ

の
挑
戦
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

菊池寛実記念 
智美術館

伝統の中で新しいもの
を表現していきたい !

農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞

を
展
開
。「
萩
の
金
太
郎
」「
萩
の
あ
ま

だ
い
」「
萩
の
真
ふ
ぐ
」
が
全
国
に
も

紹
介
さ
れ
、
萩
ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

年
間
約
１
５
０
万
人
が
訪
れ
、
平
成

21
年
度
の
売
上
高
は
9.8
億
円
。

　

ま
た
、“
萩
の
地
魚
、
も
っ
た
い
な

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”
と
し
て
、
萩
の
地

魚
を
新
鮮
な
状
態
で
下
処
理
し
、
コ
ー

ル
ド
ス
モ
ー
ク
加
工
し
た
「
萩
魚
の
生

ハ
ム
」
や
、
萩
の
地
魚
の
ヒ
レ
や
小
骨

を
取
り
除
い
て
フ
ィ
レ
加
工
し
、
竹
串

に
刺
し
た
「
萩
の
地
魚
串
」
な
ど
の
新

製
品
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
３
月
13
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
る
「
萩
の
真
ふ
ぐ
祭
り
」
会
場
で

無
料
試
食
提
供
さ
れ
、
祭
り
以
降
は
萩

し
ー
ま
ー
と
で
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

□
道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

萩
市
椿
東
北
前
小
畑
４
１
６
０
‐
61

☎
０
８
３
８
・
２
４
・
４
９
３
７

営
業
時
間
：
９
時
30
分
〜
18
時

大 賞 受 賞
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昭和24年5月

昭和43年3月
　　43年4月
平成15年6月
　　17年7月
　　20年2月
　　22年4月

市内北古萩に生まれる
明倫小、明経中卒業
萩商業高等学校卒業
株式会社大林組入社
東京本社土木本部営業企画部長
理事、同上
東京本社地球環境室長
大林ファシリティーズ㈱出向

（常務取締役）

つ
ば
き
会
関
東
副
支
部
長

出
羽  

伸
次
さ
ん

萩
商
業
高
等
学
校
昭
和
43
年
卒

東
京
都
文
京
区
在
住
、61
歳

　

今
、日
本
で
最
も
明
る
い
話
題
の〔
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
（
写
真
）〕
を
建
設

中
の
大
林
組
に
入
社
し
、
40
年
余
り
と

な
り
ま
す
。

　

自
立
式
電
波
塔
と
し
て
は
世
界
一
の

高
さ
と
な
る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
、

今
年
３
月
に
６
３
４
ｍ
に
な
る
予
定
で

す
。
現
在
５
７
４
ｍ（
２
月
５
日
現
在
）、

建
設
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
場
周
辺

は
観
光
客
で
賑
っ
て
お
り
、
自
宅
か
ら

も
毎
日
そ
の
成
長
を
眺
め
て
い
ま
す
。

大
林
組
は
今
年
で
１
２
０
年
、
つ
ま
り

二
度
目
の
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節

目
の
年
に
、
還
暦
を
過
ぎ
て
勤
務
す
る

有
難
さ
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
大
過
な
く
勤
め
て
こ
ら
れ

た
の
も
、
両
親
か
ら
授
か
っ
た
健
康
な

身
体
と
、
青
年
期
ま
で
に
萩
で
培
わ
れ

た
長
州
魂
あ
っ
て
こ
そ
。「
お
世
辞
は

言
え
な
い
」が
、「
打
算
を
持
た
ず
」、「
真

面
目
に
こ
つ
こ
つ
」
働
い
て
き
た
せ
い

か
、
よ
き
上
司
、
先
輩
と
の
出
逢
い
に

も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
今
後
は
「
優
し
さ

と
思
い
や
り
」
を
胸
に
、
後
進
の
指
導

に
励
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

菊
ヶ
浜
・
女
台
場
に
近
い
寺
町
（
北

古
萩
）
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
子
ど

も
の
頃
は
砂
浜
と
お
寺
の
境
内
、
墓
地

が
恰
好
の
遊
び
場
で
し
た
。

　

波
打
ち
際
ま
で
長
く
続
く
ふ
わ
ふ
わ

と
し
た
砂
浜
と
、
強
風
に
耐
え
て
一
定

方
向
に
傾
く
松
林
が
連
な
る
風
景
を
思

い
出
し
ま
す
。
こ
の
走
り
づ
ら
い
砂
浜

を
素
足
で
駆
け
回
り
、
野
球
や
相
撲
に

夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
だ
も
の
で
す
。
そ

の
お
蔭
で
体
力
の
土
台
が
築
き
あ
げ
ら

れ
た
と
思
い
ま
す

　

母
が
他
界
し
て
10
年
が
経
ち
ま
す
。

彼
岸
に
は
お
墓
参
り
を
し
、
市
内
を
散

策
し
て
い
ま
す
。
幼
少
の
頃
大
き
く
広

く
感
じ
て
い
た
西
田
町
、
東
田
町
な
ど

の
町
並
み
や
通
り
筋
が
だ
ん
だ
ん
小
さ

く
、
狭
く
な
っ
て
い
る
よ
う
思
え
、
侘

び
し
い
気
持
ち
に
な
る
の
は
、
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
。

〜
高
齢
化
社
会
、
萩
と
都
会
の
往
来
型

生
活
が
楽
し
め
る
町
づ
く
り
を
〜

　

我
々
団
塊
世
代
の
多
く
は
、
故
郷
に

強
い
愛
着
が
あ
り
ま
す
。

　

都
会
に
生
活
の
基
盤
を
持
つ
人
間
に

と
っ
て
、
家
族
に
頼
れ
る
時
代
は
終
わ

り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。「
家
族
か
ら

孤
族
へ
」・「
社
会
の
壊
れ
る
ス
ピ
ー
ド

の
ほ
う
が
速
く
、
何
を
し
て
も
追
い
つ

か
な
い
と
感
じ
る
」（
朝
日
新
聞
よ
り

抜
粋
）
と
、
社
会
に
お
け
る
家
族
の
在

り
方
の
変
化
は
大
き
い
よ
う
で
す
。

　

萩
に
は
家
族
の
絆
だ
け
で
な
く
、
人

の
縁
を
大
切
に
す
る
温
か
さ
が
ま
だ
ま

だ
残
っ
て
い
ま
す
。
団
塊
世
代
以
上
の

経
験
豊
富
な
「
ば
り
ば
り
老
人
」
の
最

新
の
叡
智
」
と
地
元
で
頑
張
っ
て
い
る

若
者
の
「
行
動
力
」
の
出
会
い
に
よ
り
、

萩
ら
し
い
魅
力
的
な
町
づ
く
り
が
な
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
そ
し
て
今

後
の
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
都
会
と
の

往
来
型
生
活
が
楽
し
め
る
よ
う
な
、
独

特
の
風
土
を
残
し
な
が
ら
活
気
あ
る
町

で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

プロフィール

●
私
の
近
況

●
萩
の
思
い
出

●
萩
へ
の
一
言
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信
で
き
る
モ
ノ
を
構
築
し
、雇
用
回
復
・

拡
大
か
ら
地
域
活
性
化
へ
繋
げ
る
と
い

う
理
念
で
設
立
し
た
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ 
Ｃ
ｒ

ｅ
ａ
ｔ
ｅ 

Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
。
以
前
、
こ
の

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
08
年
９
月
号
）
で

も
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
北
欧

の
大
手
家
具
メ
ー
カ
ー
「
ア
ル
テ
ッ
ク

社
」
と
の
連
携
に
よ
り
、
竹
を
使
っ

た
曲
げ
形
状
の
デ
ザ
イ
ン
家
具
を
製

造
・
加
工
し
、
輸
出
す
る
と
い
っ
た
形

で
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
竹
製
家
具
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ

の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
も
輸
出
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
世
界
的
な
注
目
度
も
上
が

り
ま
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
私
が
社
会
人
と
な
っ

て
最
初
に
就
い
た
仕
事
は
、
国
際
海
洋

開
発
事
業
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
を
拠
点

と
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
、
ま
た
南
部
メ
キ
シ
コ
湾
沿
岸
地
域

で
造
船
関
連
（
建
造
・
ド
ッ
ク
・
海
上

操
業
な
ど
）
に
約
10
年
間
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
ま
れ
育
っ
た
萩

に
帰
郷
し
て
か
ら
は
精
密
機
械
や
造
船

メ
ー
カ
ー
に
勤
務
し
、
特
に
も
の
づ
く

り
か
ら
営
業
職
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

豊
北
町
（
現
下
関
市
）
に
あ
る
造
船
会

社
に
お
い
て
は
海
外
か
ら
の
問
合
せ
、

注
文
を
受
け
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
よ
う

な
業
務
に
も
就
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
通
勤
に
往
復
３
時
間
か
か

る
生
活
に
よ
り
体
調
を
崩
し
、
退
職
せ

ざ
る
を
得
な
く
、
こ
の
萩
で
最
後
の
就

労
を
と
考
え
て
い
た
矢
先
、
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ　

Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
の
活
躍
を

知
り
、
故
郷
萩
の
地
で
今
ま
で
に
得
た

経
験
を
生
か
し
何
ら
か
の
か
た
ち
で
貢

献
し
て
い
き
た
い
思
い
と
、
生
ま
れ

育
っ
た
萩
の
た
め
に
働
き
た
い
と
い
う

想
い
が
重
な
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相

談
し
、
刀
禰
社
長
に
出
会
い
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
入
社
に
至
り
ま
し
た
。

　

入
社
時
に
は
、
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ 

Ｃ
ｒ
ｅ

ａ
ｔ
ｅ 

Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
の
製
品
を
自
社
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
試
作
・
開
発
・
販
売

す
る
動
き
は
既
に
進
ん
で
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

ナ
オ
ト
・
ニ
イ
ド
メ
氏
と
ミ
ッ
コ
・
パ
ー

カ
ネ
ン
氏
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
製
品
「
ｍ

ａ
ｇ
ａ
ｒ
ｕ
」
は
竹
の
強
度
、
軽
さ
、

弾
力
性
を
最
大
限
に
活
か
し
、
竹
を

使
っ
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
な
い
フ
ォ
ル

ム
（
形
態
）
で
あ
り
な
が
ら
も
、
竹
集

成
材
で
し
か
出
せ
な
い
味
わ
い
を
極
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
Ｈ
ａ
ｇ
ｉ 

Ｂ
ａ

ｍ
ｂ
ｏ
ｏ
」
は
世
界
的
な
プ
ロ
ダ
ク
ト

デ
ザ
イ
ナ
ー
・
喜
多
俊
之
氏
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
製
品
、
竹
の
特

徴
で
あ
る
軽
さ
と
丈
夫
さ
に
加
え
、
曲

げ
の
技
術
と
イ
タ
リ
ア
製
の
革
シ
ー
ト

を
用
い
な
が
ら
、
現
代
の
生
活
空
間
に

馴
染
む
シ
ン
プ
ル
な
ラ
イ
ン
構
造
を
表

現
し
て
い
ま
す
。

　

萩
の
良
質
な
竹
に
、
竹
に
対
す
る
概

念
を
打
ち
破
る
当
社
工
場
の
加
工
技
術
、

そ
し
て
世
界
が
認
め
る
デ
ザ
イ
ン
力
。

そ
れ
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
世
界
へ
打
っ

て
出
る
ツ
ー
ル
を
手
に
し
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
次
は
、
ど
の

よ
う
に
し
て
ブ
ラ
ン
ド
力
を
積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
課
題
で
あ

り
、
そ
れ
が
今
後
の
挑
戦
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
過
去
に
も
東
京
、
大
阪
、
ヘ

ル
シ
ン
キ
な
ど
の
大
都
市
で
開
催
さ
れ

た
国
際
展
示
会
な
ど
に
も
出
展
し
、
販

路
開
拓
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
更
に
昨

年
は
、
よ
り
攻
撃
的
に
国
内
顧
客
開
拓
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
広
げ
よ
う
と
、
東
京
に

営
業
活
動
拠
点
を
構
え
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
私
は
、
国
内
外
の
お
客

様
、
東
京
の
営
業
マ
ン
、
萩
の
工
場
を

ス
ム
ー
ズ
に
繋
げ
る
よ
う
な
業
務
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
過
去
の
職
業
で
培
っ

た
経
験
を
微
力
な
が
ら
活
か
し
つ
つ
、

ブ
ラ
ン
ド
を
創
る
と
い
う
今
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
世
界
で
、
や
り
が

い
を
感
じ
な
が
ら
、
Ｇ
Ｍ
と
い
う
よ
り

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
（
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

の
対
義
語
で
、
多
方
面
で
才
能
や
能

力
を
発
揮
す
る
万
能
型
な
人
）
と
し
て
、

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ 

Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ

の
躍
進
と
地
域
復
興
の
た
め
に
努
め
て

い
き
た
く
思
い
ま
す
。

◎ TAKE Create HAGI 株式会社
山口県萩市江向 451
☎ 0838・22・0058
E-mail info@tch-corp.com
URL http://www.tch-corp.com
代表取締役 : 刀禰 勇
資本金：4,500 万円
設立 :2006 年３月

株式会社TAKE Create HAGI
さん伊藤 衛

まもる

ＧＭ （大井・51歳）

インテリアライフスタイル展  出展予定
開催期間 : ６月１日（水）～３日（金）
場所 : 東京ビックサイト・西ホール

萩
か
ら
世
界
へ
発
信

マ
ッ
チ
ン
グ

自
社
ブ
ラ
ン
ド

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト

　

萩
の
資
源
を
有
効
に
使
っ
た
新
し
い

ブ
ラ
ン
ド
力
に
よ
り
、
雇
用
拡
大
、
地

域
活
性
化
を
目
論
む
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ 

Ｃ
ｒ

ｅ
ａ
ｔ
ｅ 

Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
株
式
会
社
を
訪

問
し
、
平
成
20
年
か
ら
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
以
下
Ｇ
Ｍ
）
と
し
て
入

社
さ
れ
た
伊
藤
衛
さ
ん
（
萩
高
30
期
53

年
卒
）
に
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

過
去
北
海
道
の
鉄
道
で
使
わ
れ
た
除

雪
電
車
「
さ
さ
ら
」
な
ど
、需
要
の
あ
っ

た
良
質
な
萩
の
「
竹
」
は
、
近
年
、
山

を
荒
ら
す
厄
介
者
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

21
世
紀
は
環
境
重
視
、
そ
の
エ
コ
素
材

で
あ
る
「
竹
」
の
時
代
に
あ
っ
た
活
用

方
法
を
模
索
し
、
萩
か
ら
世
界
へ
と
発
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ギョロッケ60円、ごぼう巻き300円

懐
か
し
い
店

荒
川
蒲
鉾
店

ギ
ョ
ロ
ッ
ケ
で

　
　
　

お
な
じ
み

　

観
光
客
は
も
と
よ
り
、
地
元
の
人
も
、

食
卓
に
、
贈
り
物
に
と
好
ん
で
買
わ
れ
、

萩
出
身
者
の
方
も
帰
省
し
た
と
き
は
お

土
産
に
持
っ
て
帰
る
な
ど
、
多
く
の

人
々
に
愛
さ
れ
る
蒲
鉾
屋
さ
ん
「
荒
川

蒲
鉾
店
」
を
訪
れ
、
４
代
目
店
主
・
荒

川
勉
さ
ん
（
59
歳
）
に
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

創
業
何
年
か
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
店
に
あ
る
大
正
天
皇
か
ら

の
賞
状
を
み
る
と
大
正
初
期
に
は
荒
川

蒲
鉾
店
は
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

創
業
者
は
曾
祖
父
で
私
は
４
代
目
と
な

り
ま
す
。
家
族
操
業
の
蒲
鉾
店
に
生
ま

れ
、
幼
年
時
代
よ
り
原
材
料
と
な
る
エ

ソ
の
頭
を
取
る
作
業
を
手
伝
っ
た
り
と
、

や
は
り
家
業
が
生
活
の
中
心
に
あ
り
ま

し
た
。
当
時
は
、
他
の
個
人
事
業
者
の

家
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
当

た
り
前
で
し
た
し
、
跡
を
継
ぐ
と
い
う

こ
と
も
当
た
り
ま
え
だ
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
今
で
は
将
来
を
義
務
つ
け
ら
れ

る
子
ど
も
は
あ
ま
り
い
な
い
で
し
ょ
う

が
、
当
時
は
そ
れ
が
普
通
な
こ
と
で
、

疑
問
に
思
う
こ
と
も
、
不
満
を
持
つ
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
時
代
な
ん

で
し
ょ
う
ね
。

　

高
校
を
卒
業
し
、
萩
を
出
て
広
島
の

卸
問
屋
に
就
職
し
ま
す
が
、
そ
れ
も
ま

た
蒲
鉾
店
を
継
ぐ
た
め
の
も
の
で
、
22

歳
で
帰
郷
し
、
父
と
母
と
共
に
働
き
始

め
ま
す
。
翌
年
、
広
島
で
出
会
っ
た
女

性
と
結
婚
し
、
親
子
２
世
帯
で
荒
川
蒲

鉾
店
を
切
り
盛
り
し
ま
す
。
こ
れ
も
ま

た
、
荒
川
蒲
鉾
店
の
自
然
な
流
れ
で
、

母
も
荒
川
に
嫁
ぎ
、
蒲
鉾
作
り
を
先
代

か
ら
学
び
…
と
言
っ
て
も
、
職
人
の
世

界
で
す
か
ら
、
決
し
て
教
え
て
も
ら
う

と
い
う
こ
と
は
な
く
、
背
中
を
見
て

覚
え
る
と
い
っ
た
具
合
に
、
代
々
伝
わ

る
蒲
鉾
作
り
を
身
に
つ
け
て
き
ま
し
た
。

む
し
ろ
、
唯
一
そ
れ
の
み
と
い
う
こ
と

が
荒
川
蒲
鉾
店
の
伝
統
で
あ
り
、
そ
れ

は
商
品
の
数
に
も
表
れ
て
お
り
、
蒲
鉾

は
「
萩
月
」
の
１
種
類
の
み
、
そ
の
他
、

ご
ぼ
う
巻
き
、
天
ぷ
ら
な
ど
６
点
の
商

品
を
昔
な
が
ら
の
手
法
で
味
を
守
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

唯
一
商
品
開
発
を
し
た
と
い
う
の

が
、
魚
ロ
ッ
ケ
で
、
こ
れ
は
昭
和
30
年

ご
ろ
母
が
考
案
し
、
私
達
夫
婦
も
引
き

継
い
で
作
っ
て
い
ま
す
。
伝
統
の
こ
だ

わ
り
と
い
え
ば
、
冷
凍
モ
ノ
の
材
料
を

使
用
し
な
い
と
い
う
の
も
あ
り
、
必
ず

朝
、
市
場
で
仕
入
れ
た
新
鮮
な
素
材
を

使
い
作
る
。
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
は

広
告
を
打
た
な
い
と
い
う
の
も
受
け
継

い
で
い
ま
す
。
広
告
費
を
か
け
る
な
ら
、

そ
の
分
価
格
で
お
客
さ
ん
に
還
元
す
る
。

商
品
の
点
数
が
少
な
い
の
も
、
そ
う
い

う
意
味
合
い
が
大
き
い
で
す
。

　

蒲
鉾
を
作
り
始
め
て
38
年
、
先
代
が

亡
く
な
っ
て
か
ら
14
年
、
辛
か
っ
た
こ

と
・
良
か
っ
た
こ
と
は
？
と
聞
か
れ
て

も
、
辛
い
こ
と
も
な
く
、
良
い
こ
と
も

な
く
、
た
だ
黙
々
と
蒲
鉾
店
の
生
活
を

送
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
先
代

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
朝
２
時
、

３
時
か
ら
天
ぷ
ら
な
ど
の
揚
げ
物
を
し
、

５
時
に
市
場
に
出
て
、
市
場
か
ら
帰
っ

て
か
ら
蒲
鉾
作
り
を
す
る
。
店
舗
も
年

中
無
休
で
す
し
、
独
自
の
生
活
習
慣
を

繰
り
返
す
毎
日
で
し
た
。
決
し
て
そ
れ

が
辛
か
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
先
に
も

言
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
が
ご
く
当
た
り

前
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
い
く
ら
先
代
が
引
き
継
い
だ

こ
と
を
守
り
、
お
客
さ
ん
を
大
切
に
し

て
い
て
も
、
時
代
の
流
れ
と
い
う
も
の

は
感
じ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
の
度
訪
れ
た

不
景
気
は
深
刻
な
も
の
で
す
。
そ
れ
で

も
私
た
ち
は
た
だ
ひ
た
す
ら
作
り
続
け

る
だ
け
で
す
が
…
。
そ
れ
と
、
私
達
が
、

跡
を
継
い
だ
の
が
そ
の
時
代
で
当
た
り

前
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
今
の
時

代
は
、
家
業
を
継
が
ず
、
職
業
を
選
択

す
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
息
子
に
は
蒲
鉾
店
を
継
げ
と

は
言
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
今
の
時
代
、

こ
の
よ
う
な
家
業
を
継
げ
と
い
う
の
は

酷
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
と
い

う
こ
と
で
、
荒
川
蒲
鉾
店
は
、
私
た
ち

の
代
で
閉
店
と
な
る
で
し
ょ
う
が
、
私

た
ち
が
蒲
鉾
を
作
り
続
け
る
限
り
は
、

今
ま
で
通
り
、
ご
贔
屓
に
し
て
く
だ
さ

る
お
客
さ
ん
に
感
謝
し
、
変
わ
ら
ぬ
荒

川
の
蒲
鉾
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

◎
荒
川
蒲
鉾
店

萩
市
東
田
町
46

☎
０
８
３
８
・
２
２
・
０
３
３
７

営
業
時
間
：
８
時
〜
18
時

定
休
日
：
無
休
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通
事
故
で
歌
手
活
動
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
が
、
夢
を

捨
て
切
れ
ず
８
年
に
も
お
よ
ぶ
リ
ハ
ビ

リ
生
活
を
乗
り
越
え
カ
ム
バ
ッ
ク
。“
大

人
の
歌
”
を
唄
え
る
歌
手
と
し
て
、
全

国
の
カ
ラ
オ
ケ
フ
ァ
ン
か
ら
熱
狂
的
支

持
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
春
、
指
月
公
園
で
開
い
た

コ
ン
サ
ー
ト
を
縁
に
、
萩
市
観
光
協
会

か
ら
萩
観
光
大
使
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
12
日
に
全
国
発
売
さ
れ
た
新
曲

「
萩
み
れ
ん
」
は
、
恋
し
い
男
と
の
別

れ
を
し
の
ん
で
萩
の
ま
ち
を
歩
く
切
な

い
女
心
を
歌
っ
た
曲
。
歌
詞
に
は
藍
場

川
や
鍵
曲
、
菊
ケ
浜
、
鶴
江
の
渡
し
舟
、

指
月
山
な
ど
萩
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
観
光

名
所
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
は
、
藍
場

川
や
城
跡
な
ど
で
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
映
像
は
、
全
国
の
カ
ラ
オ

ケ
（
第
一
興
商
）
に
配
信
さ
れ
て
お
り
、

持
ち
歌
と
し
て
覚
え
て
お
け
ば
、
美
し

い
名
所
風
景
を
堪
能
で
き
る
の
で
、
観

光
交
流
の
場
や
同
郷
の
集
ま
り
で
一
役

買
う
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

　

１
月
29
日
に
萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル
、

30
日
に
旭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
た
新
曲
発
売
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
。

東
京
か
ら
か
け
つ
け
た
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

ツ
ア
ー
の
参
加
者
は
「
萩
の
皆
さ
ん
に

も
こ
ん
な
に
も
応
援
さ
れ
て
松
前
フ
ァ

■予選会
①札幌：５月14日（土）、②仙台：５月15
日（日）、③東京：５月21日（土）、６月19
日（日）、④大阪：５月28日（土）、⑤名古
屋：５月29日（日）、⑥福岡：６月11日

（土）、⑦山口：６月12日（日）
■決勝大会
萩市民館：７月９日（土）
■応募方法
５月10日までに、「萩みれん」ＣＤ・カ
セットテープに貼ってある応募券をつ
けて、住所、氏名、年齢、電話番号、参加
希望日（地区）を記入のうえ、録音した
カセットテープ、ＭＤ、ＣＤＲを郵送
■応募先
〒 150–0002　東京都渋谷区渋谷
2-12-19　東建インターナショナルビ
ル内徳間ジャパンコミュニケーション
ズＡ＆Ｒ２部 松前ひろ子「萩みれん」
カラオケ大会係（03･6381･7756）

カラオケ大会 応募方法

萩
み
れ
ん
の
た
め
に
新
調
し
た

着
物
で
歌
う
松
前
さ
ん

観
光
大
使
松
前
ひ
ろ
子
さ
ん
新
曲
発
売

萩
が
舞
台
の「
萩
み
れ
ん
」

作
詞　

麻
こ
よ
み

作
曲　

中
村
典
正

編
曲　

伊
戸
の
り
お

支
え
を
失
く
し
た　

こ
の
胸
に

せ
せ
ら
ぎ
し
み
ま
す　

藍
場
川

き
っ
と
あ
な
た
を　

忘
れ
る
と

何
度
も
何
度
も　

決
め
た
の
に
・・・・

別
れ
て
ひ
と
り　

萩
の
町

女
の
弱
さ
か　

ま
た
泣
け
る

あ
な
た
が
来
る
は
ず　

な
い
も
の
を

後
ろ
を
振
り
向
く　

鍵
曲

肩
を
抱
か
れ
た　

あ
の
夜
の

優
し
さ
優
し
さ　

恋
し
く
て
・
・
・
・

寄
り
添
い
歩
く　

二
人
連
れ

見
る
た
び
せ
つ
な
い　

菊
ケ
浜

揺
ら
れ
て
鶴
江
の　

渡
し
舟

こ
の
ま
ま
あ
な
た
に　

戻
り
た
い

無
理
に
笑
っ
て　

見
送
っ
た

別
れ
の
別
れ
の　

後
ろ
影
・
・
・
・

涙
に
霞
む　

指
月
山

女
の
未
練
の　

ひ
と
し
ず
く

ン
と
し
て
嬉
し
い
で
す
。
私
た
ち
も
、

萩
の
方
も
、
松
前
さ
ん
も
み
ん
な
で
輪

に
な
っ
て
、
こ
の
曲
と
萩
を
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
う
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

　

松
前
さ
ん
は
「
萩
は
何
度
訪
れ
て
も

四
季
折
々
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
ま

ち
。
見
て
も
美
し
く
、
食
べ
る
も
の
も

美
味
し
く
、
人
柄
も
温
か
い
で
す
。
観

光
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、
萩
観

光
大
使
と
し
て
し
っ
か
り
頑
張
り
た

い
」
と
、
こ
の
曲
に
か
け
る
意
気
込
み

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

５
、６
月
に
は
東
京
、
大
阪
、
福
岡

な
ど
全
国
７
都
市
で
「
萩
み
れ
ん
」
を

課
題
曲
に
し
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
開
か

れ
、７
月
９
日
（
土
）
萩
市
民
館
大
ホ
ー

ル
で
各
地
区
を
勝
ち
抜
い
た
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
よ
る
決
勝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
松
前
さ
ん
も
審
査
員
と
し
て
各
会

場
を
訪
れ
、
歌
を
披
露
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
萩
の
ご
当
地
ソ
ン
グ
と

い
え
ば
、
尾
形
大
作
の
「
吉
田
松
陰
」

や
山
本
譲
二
の
「
長
州
の
男
」「
高
杉

晋
作
」
な
ど
、
男
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
男

歌
ば
か
り
で
し
た
が
、
萩
女
の
皆
さ
ん

も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
新
曲
「
萩
み

れ
ん
」
が
１
月
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

萩
観
光
大
使
で
演
歌
歌
手
の
松
前
ひ
ろ

子
さ
ん
が
、
萩
の
情
景
を
込
め
て
歌
い

ま
す
。

　

北
海
道
出
身
の
松
前
ひ
ろ
子
さ
ん

は
、
い
と
こ
で
演
歌
の
大
御
所
北
島

三
郎
さ
ん
の
内
弟
子
と
し
て
修
行
し
、

１
９
６
９
年
に
デ
ビ
ュ
ー
。
２
年
後
交

待
望
の
萩
女
の
歌

萩
の
名
所 
歌
詞
と
映
像
で

萩
み
れ
ん
を
歌
い
、
萩
観
光

大
使
と
し
て
盛
り
上
げ
た
い

全
国
７
大
都
市「
萩
み
れ
ん
」

カ
ラ
オ
ケ
大
会

☆「萩みれん」CDを２名様にプレゼント

日本航空（JAL）の機内オーディオサービスに、萩みれんが
“日本の歌”として流れました（１月限定）
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３
月
21
日
の
新
萩
図
書
館
開
館
に
併

せ
て
、
昭
和
49
年
か
ら
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
て
き
た
旧
萩
図
書
館
（
江
向
）
が
１

月
に
閉
館
し
、
約
36
年
の
歴
史
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　

１
月
号
で
、
萩
の
お
祭
り
に
は
か
か

せ
な
い
「
蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
60
年

以
上
作
り
続
け
て
い
る
岡
村
茂
作
さ
ん

ご
夫
婦
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
の
誕
生
を
ご
案
内
し

ま
す
。

　

１
９
０
５
年
の
日
露
戦
争
の
頃
、
岡

山
か
ら
来
た
人
が
浜
崎
の
住
吉
神
社
前

の
山
崎
弥
三
郎
宅
で
商
売
を
は
じ
め
た

の
が
始
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
て
２
、３
年
後
に
そ
の
人
が
居
な
く

な
っ
た
あ
と
、
山
崎
が
つ
い
で
病
没
す

る
ま
で
焼
い
て
い
ま
し
た
。
祭
日
や
縁

▷
ほ
か
ほ
か
の
焼
き
た

て
。
ミ
ミ
も
カ
リ
カ
リ

し
て
お
い
し
い

日
な
ど
で
は
吹
矢
で
当
て
る
こ
と
が

盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
良
い
材
料
で

上
手
に
焼
い
た
焼
き
た
て
の
蒸
気
ま
ん

じ
ゅ
う
は
、「
庶
民
の
味
」
と
も
い
う

べ
き
風
味
が
あ
り
、
大
い
に
食
欲
を
そ

そ
っ
た
も
の
で
す
。

　

昭
和
16
年
、
萩
を
訪
れ
た
作
家
・
横

光
利
一
ら
は
、
そ
の
焼
き
立
て
を
食
べ

て
異
口
同
音
に
「
東
京
の
今
川
焼
や
鯛

焼
よ
り
う
ま
い
」
と
賞
味
し
ま
し
た
。

　

萩
で
少
年
期
を
過
ご
し
た
人
に
と
っ

て
、
蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
は
忘
れ
に
く
い

風
物
詩
の
一
つ
で
す
。

　

福
賀
木
目
会
（
代
表
：
木
村
菊
人

さ
ん
他
会
員
３
人
）
が
県
産
材
ヒ
ノ

キ
を
使
っ
て
商
品
化
し
た
「
組
み
木

の
日
本
地
図
」
が
、
県
内
の
小
学
校

４
年
生
ク
ラ
ス
５
４
８
学
級
に
配
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

財
団
法
人
や
ま
ぐ
ち
農
林
振
興
公

社
が
、
子
ど
も
た
ち
が
日
頃
か
ら
木

を
使
っ
た
学
習
教
材
に
親
し
む
こ
と

に
よ
り
、
豊
か
な
心
身
や
森
林
や
樹

木
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
欲
し
い

と
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
「
組
み
木
の
日
本
地
図
」
は
、
ヒ

ノ
キ
の
一
枚
板
（
厚
さ
２
cm
）
を
47

阿武町

▲福賀木目会代表の木村菊人さん

福
賀
木
目
会
の「
組
み
木
の
日
本
地
図
」を

県
内
の
小
学
校
に
配
付

４
年
生
ク
ラ
ス
県
内
５
４
８
学
級
へ
!!

▲ヒノキの香り、
　木の感触が味わい深い

都
道
府
県
に
電
動
ノ
コ
ギ
リ
で
く
り

ぬ
き
、
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
仕
上
げ

る
も
の
で
、
木
目
や
木
の
感
触
、
香

り
が
特
徴
。

　

年
間
の
製
作
数
が
、
１
５
０
セ
ッ

ト
程
度
な
の
で
今
後
５
か
年
か
け
て

県
内
の
小
学
校
に
配
付
し
ま
す
。

　

代
表
の
木
村
菊
人
さ
ん
（
90
歳
・

久
瀬
原
）
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
ヒ

ノ
キ
の
香
り
、
木
の
感
触
を
感
じ
て

欲
し
い
で
す
ね
。
地
図
の
形
を
、
目

で
見
た
り
、
手
で
さ
わ
る
と
都
道
府

県
の
形
や
位
置
が
お
ぼ
え
や
す
い
の

で
は
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

◦
組
み
木
に
す
る
関
す
る
こ
と　

道

の
駅
「
阿
武
町
」（
０
８
３
８
８
・
２

・
２
８
２
８
）

◦
木
村
菊
人
さ
ん
宅
（
０
８
３
８
８

・
５
・
０
０
２
３
）

※
『
萩
の
百
年
』
よ
り
（
昭
和
43
年
、

萩
市
役
所
発
行
）

　

最
盛
期
に
は
25
軒
ほ
ど
あ
っ
た
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
現
在
、
昔
な
つ
か
し
い

味
を
焼
き
続
け
て
い
る
の
は
萩
市
・
阿

武
町
で
、
わ
ず
か
４
軒
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

萩
図
書
館
の
前
身
は
明
治
34
年
に
全

国
初
の
郡
立
図
書
館
と
し
て
開
館
し
た

阿
武
郡
立
萩
図
書
館
。
の
ち
移
転
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
１
１
０
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
萩
の
文
化
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
担
い
ま
し
た
。

　
「
学
生
時
代
、
通
っ
た
ね
」
と
い
う

読
者
の
皆
さ
ん
も
多
い
の
で
は
。

萩図書館110年のあゆみ

①明治34年～ 阿武郡立萩図書館

②昭和26年～ 山口県立萩図書館

③昭和49年～ 萩市立萩図書館

明治34年（1901）
阿武郡立萩図書館が山口県立萩中学校
内（堀内、現在の萩高校）に開館。の
ち山口県に移管（写真①）

昭和26年（1951）山口県立萩図書館が江向（現在は市役
所本庁）に移転新築（写真②）

昭和49年（1974）山口県立萩図書館が閉館し、萩市立図
書館が現在地（江向）に開館（写真③）

平成23年（2011）
3月21日（月・祝）

新図書館・児童館「萩あいぶらり」が
開館します、（３頁にて紹介）

図
書
館
の
歴
史

ふ
る
さ
と
萩
の
味

蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
の
歴
史

昔なつかしい

①蒸気まんじゅう屋（岡村茂作）
②蒸気まんじゅう屋台（清水明人）
③久光製菓所（道の駅・萩しーまーと）
④八代本店（道の駅・阿武町）
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「クラス会をいつ、どこで開催します」とい
う情報をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！
情報

　下関地区の萩商・工、萩高３校の合同懇親会で約
60 人出席。松村久支部長（萩商業）が「今年から事
務局長が、原さんになった。中国・韓国に負けずに、
下関はがんばっている」と挨拶。乾杯後、恒例のと
らふぐのコース料理・ふぐのひれ酒に舌鼓を打ちなが
ら、皆で近況を報告し合い、大いに盛り上がりました。
最後は、萩高校歌、萩商業校歌を斉唱して締めくくり
ました。事務局は原嘉昭さん（平成３年工業機械卒）
０９０・４６５２・５０２８

１月22日

南風泊漁港活魚センター（下関市）
つばき会下関支部・巴城会合同懇親会

　夕刻に総勢 54 人が集いました。周南支部長は第６
回まで勤められた師井弘さんから 福井圭見さんに交
替されそれぞれ挨拶しました。萩商工高校山本貴司校
長、つばき会池田誠次会長、田中義昭副会長を来賓と
して迎えて学校や本部の状況説明を頂き、特に後輩た
ちの活躍に頼もしさを感じることができました。
　続いて、新たに参加された方から自己紹介を頂くな
ど、会員間交流の輪も広がりました。バイキング形式
で飲食しつつ萩にちなむクイズやビンゴゲ−ムなどで
盛り上がりました。全員そして席ごとに写真を撮影し、
たくさんの笑顔も記念写真集に残すことができました。
今回は、収容力が大きく設備が充実している「きらぼ
しホ−ル」で開催しましたが、若手会員皆さんの協力
のもと準備し開催できたことも参加者に好評でした。
　なお、第８回は今年 10 月 22 日に同じ場所で開催
を予定しています。事務局は石戸次郎さん（昭和 46
年商業卒）０８３３・４３・１２１１（日立交通テク
ノロジー㈱内）

きらぼし会館（下松市）
つばき会周南支部同総会

10月23日会員投稿

　

萩
商
工
同
窓
会
は
、
つ
ば
き
会
愛

称
決
定
を
記
念
し
て
、
昨
年
12
月
に

同
窓
会
名
簿
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
学
校
統
合
に
よ
る
会
員
相

互
の
親
睦
を
図
り
、
母
校
と
の
深
い

連
携
を
保
つ
た
め
の
も
の
で
、
名
簿

に
は
、
明
治
44
年
創
立
の
萩
明
倫
商

業
補
修
学
校
時
代
か
ら
、
萩
商
業
、

萩
工
業
、
そ
し
て
萩
商
工
の
卒
業
生

を
含
む
約
２
万
２
０
０
０
人
を
収
録

し
て
い
ま
す
。
約
５
２
０
頁

　

表
紙
に
は
、
つ
ば
き
会
の
“
椿
の

　

昨
年
12
月
、
萩
商
工
ラ
グ
ビ
ー
部

が
大
阪
府
東
大
阪
市
の
近
鉄
花
園
ラ

グ
ビ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
高

校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

対
戦
校
は
、
岩
手
県
代
表
の
黒
沢

尻
工
業
高
校
。
先
制
ト
ラ
イ
を
許
し

た
後
、
前
半
20
分
に
ト
ラ
イ
、
ゴ
ー

ル
キ
ッ
ク
を
決
め
て
同
点
に
し
ま
す

が
、
追
加
点
に
恵
ま
れ
ず
７
対
17
と

惜
敗
し
ま
し
た
。

　

今
回
が
９
年
連
続
17
回
目
の
花
園

出
場
と
な
っ
た
萩
商
工
ラ
グ
ビ
ー
部
。

１
・
２
年
生
に
よ
る
新
チ
ー
ム
も
２

月
の
山
口
県
大
会
で
優
勝
す
る
な
ど
、

萩
商
工
ラ
グ
ビ
ー
部  

花
園
で
初
戦
惜
敗

学校だより

萩
商
工
同
窓
会
名
簿
を
発
行

萩
商
、萩
工
、萩
商
工

約
２
万
２
０
０
０
人

花
”
を
デ
ザ
イ
ン
。
昔
の
授
業
風
景

や
体
育
祭
な
ど
の
写
真
、
高
校
の
沿

革
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た

人
名
索
引
も
通
常
の
五
十
音
順
に
加

え
て
、
山
口
県
内
は
市
町
別
、
全
国

は
都
道
府
県
別
と
使
い
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
萩
商
工
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
欄
く
だ
さ
い
。

近
年
、
県
内
で
は
圧
倒
的
な
強
さ
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
の
活
躍
に
期
待
で
す
。
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昨
年
11
月
に
設
立
し
、
萩
博
物
館
か

ら
田
町
ア
ー
ケ
ー
ド
に
至
る
御
成
道
に
、

幕
末
に
活
躍
し
た
偉
人
50
人
の
説
明
板

を
設
置
、
更
に
そ
の
50
人
の
偉
人
を
カ

ル
タ
に
し
た
「
萩
か
る
た
」
を
制
作
、

発
売
し
、
メ
デ
ィ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、
多

く
の
教
育
機
関
か
ら
も
注
目
を
集
め
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

維
新
・
人
・
夢
浪

漫
の
発
起
人
で
あ
り
、
代
表
の
古
谷
末

廣
（
す
え
ひ
ろ
）
さ
ん
に
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
設
立
す
る
以
前
は
、
市
内

ホ
テ
ル
旅
館
業
３
社
で
営
業
を
37
年
間

や
っ
て
お
り
、
業
務
で
北
海
道
か
ら
鹿

児
島
ま
で
駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
先
々
で
、「
山
口
県
萩
市
か
ら
来
ま

し
た
」
と
伝
え
る
と
、
旅
行
に
関
わ
る

す
べ
て
の
業
者
さ
ん
が
振
り
向
い
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
萩
は
観
光
地
と

し
て
の
評
価
が
高
く
、
住
民
が
思
う
以

上
に
、
全
国
的
に
魅
力
の
あ
る
観
光
地

だ
と
い
う
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
疑
問
に
思
っ
た
の
が
、
皆
さ

ん
は
何
処
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
の
か

と
い
う
と
こ
ろ
で
、
行
く
先
々
で
知
り

合
っ
た
人
々
に
聞
い
て
み
る
と
、
萩
藩
、

城
下
町
と
い
っ
た
物
理
的
な
観
光
資
源

で
は
な
く
、
高
杉
晋
作
や
吉
田
松
陰
な

ど
、
明
治
維
新
の
原
動
力
と
な
っ
た
萩

出
身
の
偉
人
に
興
味
が
あ
り
、
多
く

の
偉
人
を
輩
出
し
た
環
境
や
土
地
柄
に

浪
漫
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
回
答
が
多

か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
私
は
そ
の

魅
力
を
多
く
の
人
に
感
じ
て
も
ら
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
の
活
性
化
に

必
ず
繋
が
る
と
確
信
を
持
ち
、
退
職
後

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
活
動
が

で
き
れ
ば
と
動
い
た
の
で
す
。

　

ど
の
よ
う
な
事
を
す
れ
ば
、
そ
の
浪

漫
と
い
う
精
神
的
魅
力
を
感
じ
て
も
ら

え
る
の
だ
ろ
う
か
と
設
立
ま
で
の
４
年

間
考
え
、
一
つ
に
「
道
を
作
ろ
う
」
と

い
う
考
え
が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
道
」

と
い
う
言
葉
は
、
道
路
を
表
す
「
道
」

も
あ
り
、
人
々
が
進
む
人
生
と
し
て
の

「
道
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
「
道
」
も
共
通
し
て
い
え

る
の
が
、
そ
の
「
道
」
に
は
人
々
が
魅

力
を
感
じ
て
集
ま
っ
て
く
る
か
ら
こ
そ

大
き
な
力
を
生
む
と
い
う
こ
と
で
、
道

路
も
人
が
多
く
通
う
も
の
と
な
れ
ば
、

自
然
と
そ
の
周
り
に
は
商
業
施
設
な
ど

集
ま
り
活
気
が
生
ま
れ
、
人
生
も
多
く

の
人
と
出
会
い
刺
激
を
受
け
る
こ
と
で
、

浪
漫
を
持
ち
、
よ
り
豊
か
な
も
の
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
は
既
に
こ
の
世
を
去
っ

た
偉
人
と
の
出
会
い
も
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
考
え
が
、
御
成
道
に
偉
人

の
説
明
版
を
立
て
よ
う
と
い
う
発
想
に

繋
が
り
ま
し
た
。

　

吉
田
松
陰
、
高
杉
新
作
な
ど
の
有
名

な
偉
人
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
近
代
化

に
尽
力
し
た
萩
出
身
の
偉
人
は
多
く
存

在
し
、
有
名
な
偉
人
が
影
響
を
受
け
た

ル
ー
ツ
と
な
る
人
も
多
く
い
ま
す
。
そ

の
方
々
の
事
を
知
れ
ば
、
新
し
い
刺
激

と
な
り
ま
す
し
、
そ
の
よ
う
な
道
が
あ

る
と
知
れ
ば
、
萩
に
精
神
的
魅
力
を
感

じ
て
い
る
方
々
は
更
に
注
目
し
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
て
50
人
の
偉
人
の
説
明
板
を
立
て
ま

し
た
が
、
果
し
て
地
元
の
人
は
、
そ
れ

ら
の
偉
人
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
疑
問
が
浮
か
び
ま
し
た
。
精
神

的
魅
力
を
感
じ
て
い
る
市
外
の
方
々
は
、

地
元
の
人
は
歴
史
を
知
り
、
そ
の
偉
人

の
精
神
を
受
け
継
い
で
い
る
街
で
あ
る

と
期
待
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
偉
人
50
人

の
似
顔
絵
を
書
い
た
「
萩
か
る
た
」
を

制
作
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　
「
萩
か
る
た
」
を
制
作
し
、
市
内
小

学
校
な
ど
の
教
育
機
関
に
寄
付
す
る
と
、

メ
デ
ィ
ア
に
扱
わ
れ
、
近
隣
自
治
体
の

教
育
機
関
だ
け
で
な
く
、
福
岡
、
鹿
児

島
、
高
知
、
香
川
、
遠
く
は
千
葉
か
ら

も
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
購
入
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
や
は
り
萩
が
持
つ
精

神
的
魅
力
は
全
国
区
な
の
で
す
。

　

現
在
、
御
成
道
に
あ
る
説
明
板
の
横

に
、
そ
の
偉
人
の
像
（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
４
体
で
す
が
、

行
く
末
は
50
人
す
べ
て
の
像
を
設
置

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、「
萩
か
る
た
」

だ
け
で
な
く
、
そ
の
50
人
を
知
り
、
刺

激
を
受
け
て
く
れ
る
人
が
増
え
て
く
れ

る
よ
う
「
萩
か
る
た
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、

お
土
産
屋
さ
ん
が
袋
詰
め
で
使
う
シ
ー

ル
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
維
新
・

人
・
夢
浪
漫
は
、
維
新
を
成
し
遂
げ
た

偉
人
を
輩
出
し
た
街
の
魅
力
を
「
道
」

作
り
に
変
換
し
、
観
光
地
と
し
て
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
、
こ
れ
か
ら
の
若
者
へ

の
道
作
り
で
、
地
域
活
性
化
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

ＮＰＯ法人 維新・人・夢浪漫

◎ＮＰＯ維新・人・夢浪漫
〒 758-0046 萩市大字西田町 43
☎ 0838・22・1855

浪
漫
の
あ
る
街

道
を
作
る

維
新
・
人
・
夢
浪
漫

精
神
を
受
け
継
い
で
も
ら
う
た
め

さん古谷  末葊代表 （椿・64歳）

▷
説
明
板
と
像（
迎
賓
館
を
設
計
し
た
近
代
建
築
家
の
片
山
東
熊
）

☆「萩かるた」を２名様にプレゼント
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夕
食
に
訪
れ
た
の
は『
地
産
謹

製
料
理
店　

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
』（
吉
田
町
、

０
８
３
８
・
２
６
・
５
０
６
０
）
で
あ
る
。

　

フ
グ
、
甘
鯛
、
マ
グ
ロ
、
カ
ツ
オ

な
ど
が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
「
お
造
り
」。

そ
れ
ぞ
れ
の
舌
を
覆
い
つ
く
す
よ
う
な

旨
み
の
乗
り
具
合
に
思
わ
ず
笑
み
が
こ

ぼ
れ
る
。「
タ
コ
ツ
ボ
」
と
呼
ば
れ
る

蛸
の
煮
付
け
は
味
わ
い
が
し
っ
か
り
し

て
い
て
、
酒
が
欲
し
く
な
る
。「
む
つ

み
豚
の
自
家
製
ハ
ム
」
も
濃
厚
。「
見

蘭
牛
の
も
つ
煮
込
み
」
の
密
度
の
高
い

味
は
忘
れ
が
た
い
。「
ぐ
べ
汁
」
と
い

う
魚
介
た
っ
ぷ
り
の
汁
も
の
は
、
貝
の

エ
キ
ス
が
身
体
中
に
し
み
わ
た
る
勢
い

で
あ
る
。
お
ま
け
に
「
萩
自
家
醸
造
全

５
蔵
元
の
酒
セ
ッ
ト
」
は
、
酒
飲
み

に
は
あ
り
が
た
い
。『
見
蘭
牛
の
握
り
』

も
素
晴
ら
し
い

　

萩
の
素
材
に
惚
れ
込
ん
だ
オ
ー
ナ
ー

の
意
気
込
み
が
か
た
ち
と
な
っ
た
一
軒

で
あ
っ
た
。

　
『
荒
川
蒲
鉾
店
』
の
創
業
は
大
正
の

初
め
。
萩
近
海
で
捕
れ
る
エ
ソ
だ
け
を

使
う
蒲
鉾
を
製
造
、
販
売
し
続
け
て
き

た
。
同
じ
エ
ソ
を
使
い
な
が
ら
も
野
菜

を
入
れ
て
フ
ラ
イ
に
し
た
の
が
「
魚

ロ
ッ
ケ
」。
野
菜
を
入
れ
た
魚
の
す
り

身
を
コ
ロ
ッ
ケ
の
よ
う
に
揚
げ
た
こ
と

か
ら
こ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
見
事
だ
。
昭

和
、
そ
れ
も
戦
後
生
ま
れ
で
、
商
標
登

この上ない贅沢を、驚きの価格で !!
まだ世に知られていない激旨フグ !!

録
商
品
で
あ
る
。
ま
さ
に
コ
ロ
ッ
ケ
で
、

魚
の
味
わ
い
。
旨
い
。
朝
は
7
時
か
ら

営
業
で
、
早
く
出
か
け
れ
ば
揚
げ
た
て

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

も
う
一
品
「
ご
ぼ
う
巻
き
」
と
い
う

商
品
が
あ
る
。
味
を
含
ま
せ
た
ご
ぼ
う

ビッグコミック 2/25日号（2月10日発売）

コ
ラ
ム
二
度
目
の
萩

Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
機
内
誌「
翼
の
王
国
」２
月
号

　漁期は２月から４月。下関南風泊市場の水揚げ
の７割（１シーズンで 300 トン）を捕獲するのが、
萩越ヶ丘延縄船団 15 隻。トラフグはほとんどが養
殖だが、こちらはほんまもんの活魚である。
　刺身にして食べるとトラフグよりやや柔らかい歯
応えで、味わい深い。ちり鍋用のプリンとした食感
もご堪能あれ。握り寿司なら、身が堅いトラフグに、
真フグが圧勝するだろう。‥‥
■問い合わせ　道の駅・萩しーまーと　
☎ 0838・24・4937（電話等でお取り寄せができます）

　冬季最高の贅沢といえ
ば“フグ”。めちゃ食べ
たいが、めちゃ高い。し
かし、一人前 1,000 円
ちょっとで食べられる天
然フグがあるのだ !! そ
のフグの正体は山口県萩
市の真ふぐである。

を
エ
ソ
の
皮
で
巻
い
た

も
の
だ
が
、「
八
幡
巻
き
」

と
は
一
味
異
な
る
。
こ
れ

は
萩
の
郷
土
料
理
。
そ
れ

ら
の
出
来
た
て
が
味
わ
い

た
け
れ
ば
早
め
の
出
発
を

迫
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
。

門か
ど
か
み上

武た
け
し司

（
フ
ー
ド
コ

ラ
ム
ニ
ス
ト
、
関
西
の
食

雑
誌
『
あ
ま
か
ら
手
帖
』

の
編
集
顧
問
）

※
国
内
線
の
全
路
線
と
国

際
線
の
全
座
席
の
ポ
ケ
ッ

ト
に
置
か
れ
、
自
由
に
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

古
萩（
江
戸
時
代
）の
茶
碗
か
ら
現

代
の
作
家
の
茶
碗
ま
で
55
点
を
展
示
。

※
浮
世
絵
、
東
洋
陶
磁
の
展
示
も
あ

り
ま
す
。

（
☎
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

（
☎
０
８
３
８・２
５・６
４
４
７
）

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
だ
よ
り

萩
博
物
館
だ
よ
り

開
催
中
〜
４
月
３
日（
日
）

萩
焼
の
茶
碗

陶
芸
展
示 開

催
中
〜
４
月
10
日（
日
）

な
つ
か
し
い

日
本
の
ふ
る
さ
と
・
萩

ー
１
９
３
０
年
代
の

　
　
　
　
　

映
像
・
絵
画
か
ら
ー

　

１
９
３
５
年
（
昭
和
10
年
）
の

「
萩
史
蹟
産
業
大
博
覧
会
」
映
画
、

１
９
２
０
年
代
の
長
門
峡
を
紹
介
す

る
絵
画
、
史
蹟
観
光
を
志
向
す
る
絵

画
や
絵
葉
書
、
古
写
真
な
ど
か
ら
、

「
日
本
の
心
の
ふ
る
さ
と
・
萩
」
を

再
発
見
す
る
。

４
月
23
日（
土
）〜
６
月
19
日（
日
）

萩
・
北
浦

ク
ジ
ラ
文
化

ー
西
日
本
最
大

捕
鯨
漁
業
の
軌
跡
ー

　

日
本
鯨
類
研
究
所
か
ら
寄
贈
を
受

け
た
ク
ジ
ラ
骨
格
を
披
露
し
、
西
日

本
最
大
の
捕
鯨
漁
場
で
あ
っ
た
萩
・

北
浦
地
域
と
ク
ジ
ラ
と
の
深
い
か
か

わ
り
の
歴
史
を
紐
解
き
つ
つ
、
ク
ジ

ラ
や
海
に
育
ま
れ
て
き
た
文
化
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

ル
ー
シ
ー
・
リ
ー
展

４
月
29
日（
金・祝
）〜
６
月
26
日（
日
）

　

20
世
紀
を
代
表
す
る
女
性
陶
芸
家

の
没
後
最
大
規
模
の
回
顧
展
。

　

ル
ー
シ
ー
・
リ
ー
（
１
９
０
２
〜

95
年
）
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ユ
ダ
ヤ

人
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
工

業
美
術
学
校
で
ろ
く
ろ
に
魅
せ
ら
れ
、

陶
芸
の
道
を
志
す
。
ミ
ラ
ノ
・
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
や
パ
リ
万
国
博
覧
会
な

ど
で
受
賞
を
重
ね
、
ロ
ン
ド
ン
を
拠

点
に
88
歳
ま
で
作
陶
活
動
を
続
け
た
。

モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
が
人
気
を
集
め

て
い
る
。

青釉鉢（1978年頃）

（
抜
粋
）

連載コラム「名物に旨いものあり」
「萩の真ふぐ」を紹介
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■
兼
田
昌
尚

　

兼
田
昌
尚
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

３
月
12
日（
土
）〜
４
月
３
日（
日
）

ア
メ
リ
カ　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ボ

ス
ト
ン　

ラ
コ
ス
テ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
現
代
陶
芸
ア
ー
ト
フ
ェ
ア

　

兼
田
昌
尚
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

３
月
５
日（
土
）〜
６
日（
日
）

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
３
‐
５
‐
１

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
０
３
・
５
２
２
１
・
９
０
０
０
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館
の
イ
ベ
ン
ト

○
や
ま
ぐ
ち
新
酒
フ
ェ
ア

　

萩
の
八
千
代
酒
造（
吉
部
）が
出
展
し

ま
す
。

３
月
７
日（
月
）〜
13
日（
日
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
‐
３
‐
４
日

本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階　

お
い
で
ま
せ

山
口
館（
０
３
・
３
７
２
２
・
３
５
１
０
）

■「
ふ
る
さ
と
の
食　

に
っ
ぽ
ん
の
食
」

全
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

岸
田
商
会
が
地
ビ
ー
ル
を
販
売
、
平

太
郎
、
瀬
つ
き
あ
じ
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

３
月
12
日（
土
）〜
13
日（
日
）

東
京
都
渋
谷
区
神
南
２
‐
２
‐
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー

（
０
３
・
３
４
６
５
・
１
１
１
１
）

■
内
田
青
虹
歴
史
画
展
ー
戦
国
女
人
か

ら
、
明
治
・
維
新
の
忘
れ
得
ぬ
人
々
ー

　

萩
市
出
身
の
日
本
画
家
内
田
青
虹
さ

ん
（
萩
高
５
期
、
28
年
卒
）
の
個
展

３
月
22
日（
火
）〜
28
日（
月
）

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
１
‐
５
‐
15

田
中
八
重
洲
ビ
ル
１
Ｆ

（
０
３
・
３
２
７
３
・
６
２
０
８
）

■
菊
池
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

　

昨
年
12
月
に
菊
池
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の

審
査
が
行
わ
れ
、
岡
田
裕
氏
の
「
炎
彩

花
器
」
が
最
高
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

４
月
２
日（
土
）〜
６
月
26
日（
日
）

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
４
‐
１
‐
35

菊
池
寛
実
記
念　

智
美
術
館

（
０
３
・
５
７
３
３
・
５
１
３
１
）

○
記
念
講
演
会

※
４
月
30
日（
土
）
午
後
３
時
か
ら
「
記

念
講
演
会
」
が
行
わ
れ
、
岡
田
裕
な
ど

が
作
品
制
作
へ
の
思
い
を
語
り
ま
す
。

■
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ　

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
４

　

若
手
作
家
に
よ
る
新
感
覚
の
ア
ク
セ

サ
リ
ー
、
衣
食
住
の
生
活
工
芸
品
の
展

示
販
売
。

　

金
子
司
の
陶
芸
、
濱
中
孝
子
の
焼
物

ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

４
月
６
日（
水
）〜
11
日（
月
）

東
京
都
新
宿
区
新
宿
３
‐
14
‐
１

伊
勢
丹
新
宿
本
館
６
階
際
物
場

（
０
３
・
３
３
５
２
・
１
１
１
１
）

■
萩
ガ
ラ
ス
工
房　

展
示
会

　

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ　

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ　

Ｉ
Ｃ

Ｈ
Ｉ
（
２
月
20
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
）
で
、
全
国
50
社
の
中
か
ら
準
グ

ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

４
月
12
日（
火
）〜
18
日（
月
）

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
町
１
０
０
０

番
地
そ
ご
う
千
葉
店
７
階
特
選
食
器
売

場
（
０
４
３
・
２
４
５
・
２
１
１
１
）

■
食
卓
四
景

　

濱
中
史
朗
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

４
月
15
日（
金
）〜
24
日（
日
）

東
京
都
世
田
谷
区
玉
川
３
‐
17
‐
１

サ
ケ
シ
ョ
ッ
プ　

福
光
屋
玉
川
店

（
０
３
・
５
７
１
７
・
３
３
０
５
）

■
岡
田
裕
個
展

４
月
27
日（
水
）〜
５
月
10
日（
火
）

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
１
‐
28
‐
１

西
武
池
袋
本
店

（
０
３
・
３
９
８
１
・
０
１
１
１
）

■
や
き
も
の
の
現
在　

土
か
ら
成
る
か

た
ち

　

松
尾
優
子
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

３
月
12
日（
土
）〜
４
月
３
日（
日
）

岐
阜
県
多
治
見
市
本
町
５
‐
９
‐
１

多
治
見
市
文
化
工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ヴ
ォ

イ
ス
（
０
５
７
２
・
２
３
・
９
９
０
１
）

■
食
卓
四
景

　

濱
中
史
朗
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

開
催
中
〜
３
月
６
日（
日
）

石
川
県
金
沢
清
川
町
３
‐
17

フ
ァ
ク
ト
リ
ー　

ズ
ー
マ
／
シ
ョ
ッ
プ

（
０
７
６
・
２
４
４
・
２
８
９
２
）

３
月
19
日（
土
）〜
27
日（
日
）

長
野
県
松
本
市
元
町
１
‐
３
‐
27

タ
ド
コ
ロ　

ガ
ロ

（
０
２
６
３
・
３
６
・
０
９
８
５
）

■
工
芸
の
五
月　

み
ず
と
こ
め
に

　

濱
中
史
朗
の
器
が
展
示
販
売
さ
れ
ま

す
。

５
月
21
日（
土
）、
22
日（
日
）、
28
日

（
土
）、
29
日
（
日
）

長
野
県
松
本
市
中
央
３
‐
13
‐
11

池
上
邸　

蔵
と
庭

（
０
２
６
３
・
３
２
・
０
１
４
１
）

■
大
阪
指
月
会

　

関
西
地
区
の
萩
高
同
窓
会

４
月
17
日（
日
）
正
午
〜
午
後
３
時

大
阪
市
北
区
芝
田
２
‐
４
‐
53

大
阪
弥
生
会
館　

　
　
　
（
０
６
・
６
３
７
３
・
１
８
４
１
）

■
第
57
回
日
本
伝
統
工
芸
展

　

陶
芸
家　

岡
田
裕
、
岡
田
泰
、
兼
田

知
明
、
玉
村
登
陽
、
波
多
野
善
蔵
、
波

多
野
英
生
、
松
尾
藻
風
、
松
尾
優
子
の

作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

３
月
10
日（
木
）〜
15
日（
火
）

大
阪
市
心
斎
橋
筋
１
‐
７
‐
１

大
丸
大
阪
心
斎
橋
店

（
０
６
・
６
２
７
１
・
１
２
３
１
）

■
野
坂
和
左　

作
陶
展

４
月
６
日（
水
）〜
12
日（
火
）

三
重
県
津
市
東
丸
之
内
４
‐
10

津
市
ま
つ
び
し
百
貨
店

（
０
５
９
・
２
２
８
・
１
３
１
１
）

■
野
坂
康
起　

作
陶
展

４
月
13
日（
水
）〜
19
日（
火
）

三
重
県
津
市
東
丸
之
内
４
‐
10

津
市
ま
つ
び
し
百
貨
店

（
０
５
９
・
２
２
８
・
１
３
１
１
）

■
二
人
展

　

兼
田
知
明
と
玉
村
信
一
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

３
月
31
日（
木
）〜
４
月
６
日（
水
）

広
島
市
中
区
胡
町
６
‐
26

福
屋
八
丁
堀
本
店

（
０
８
２
・
２
２
５
・
２
１
１
１
）

■
濱
中
孝
子　

個
展

５
月
21
日（
土
）〜
29
日（
日
）

島
根
県
益
田
市
西
平
原
町
８
６
２
‐
４

草
花
舎（
０
８
５
６
・
２
７
・
０
５
９
２
）

■
没
後
80
年　

高
島
北
海 

ー
造
化
の

秘
密
を
探
る
ー

　

地
質
学
や
森
林
学
の
技
術
官
僚
と
し

て
も
活
躍
し
た
萩
市
出
身
の
日
本
画
家
。

山
水
画
や
仏
ナ
ン
シ
ー
留
学
時
代
の
ス

ケ
ッ
チ
な
ど
晩
年
ま
で
の
画
業
を
た
ど

る
。

開
催
中
〜
３
月
21
日（
月
・
祝
）

下
関
市
長
府
黒
門
東
町
１
‐
１

下
関
市
立
美
術
館

　
　
　
（
０
８
３
・
２
４
５
・
４
１
３
１
）

山
口
県

関
東
地
区

ア
メ
リ
カ

中
部
地
区

内田青虹
「細川ガラシャ」

中
国
地
区

関
西
地
区

the elusive tea bow
l

4scenes for table

4scenes for table
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■
金
子
司　

作
陶
展

４
月
５
日（
火
）〜
11
日（
月
）

宇
部
市
新
天
町
１
‐
２
‐
27

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
ふ
く
な
が

（
０
８
３
６
・
３
１
・
０
０
８
５
）

■
山
口
伝
統
工
芸
展

　

日
本
工
芸
会
山
口
支
部
主
催
に
よ
る

展
覧
会
で
す
。
波
多
野
善
蔵
、
岡
田

裕
、
野
坂
康
起
、
納
富
晋
、
波
多
野
英

生
、
止
原
伸
郎
、
樋
口
大
桂
、
兼
田
佳

炎
、
玉
村
登
陽
、
野
坂
和
左
、
厚
東
孝

明
、
岡
田
泰
、
松
尾
藻
風
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

５
月
20
日（
金
）〜
29
日（
日
）

山
口
市
亀
山
町
３
‐
１　

山
口
県
立
美

術
館
（
０
８
３
・
９
２
５
・
７
７
８
８
）

■
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
記
念　

現
代

陶
芸
薩
長
展
in
鹿
児
島

　

萩
陶
芸
家
協
会
と
鹿
児
島
陶
芸
家
協

会
が
共
催
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

薩
摩
焼
60
点
、
萩
焼
60
点
程
度

４
月
20
日（
水
）〜
５
月
５
日（
木
・
祝
）

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
城
山
町
７
‐
２

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館

（
０
９
９
・
２
２
２
・
５
１
０
０
）

■
藍
場
川
の
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー

○
に
し
む
ら
ひ
ろ
し
ペ
ン
画
作
品
展

３
月
３
日（
木
）〜
28
日（
月
）

○
押
し
花　

白
井
豊
子
、
神
田
安
子
、

原
田
三
恵　

三
人
展

３
月
31
日（
木
）〜
４
月
25
日
（
月
）

萩
市
川
島
２
９
４　

藍
場
川
の
家

（
０
８
３
８
・
２
６
・
１
５
３
６
）

■
ア
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ｚ
企
画
展

○
藤
本
剛　

春
の
器
展

　

ニ
ッ
ト
製
品
の
販
売
を
し
ま
す
。

３
月
11
日（
金
）〜
27
日（
日
）

萩
市
東
田
町
１
４
４

ア
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ｚ

（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
０
２
０
）

■
萩
焼
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
彩
陶
庵
の
企
画
展

○
中
土
井
律
子　

個
展

　

広
島
生
ま
れ
、
現
在
萩
市
在
住
の
美

術
家
で
２
０
０
９
年
の
第
63
回
山
口
県

美
術
展
で
優
秀
賞
を
受
賞
。

３
月
12
日（
土
）〜
21
日（
月
・
祝
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

萩
市
呉
服
町
13　

彩
陶
庵

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
１
０
）

■
萩
往
還
ワ
ン
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク

　

萩
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

指
定
さ
れ
た
佐
々
並
市
や
各
所
史
跡
を

巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
。

と
き　

３
月
26
日（
土
）

コ
ー
ス
・
ス
タ
ー
ト
時
間

佐
々
並
コ
ー
ス（
20
・
３
㎞
）午
前
９
時

明
木
コ
ー
ス（
10
・
８
㎞
）午
前
10
時

問
い
合
わ
せ

萩
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
７
３
１
１
）

■
俥
宿
天
十
平
の
企
画
展

○
京
都
の
陶
芸
家
清
水
善
行
の
作
品
展

３
月
26
日（
土
）〜
４
月
３
日（
日
）

萩
市
南
古
萩
町
33
‐
５　

俥
宿
天
十
平

（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
４
７
４
）

■
萩
自
由
画
室　

絵
画
小
品
展

　

藤
崎
恒
頼
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

５
月
１
日（
日
）〜
31
日（
火
）

萩
市
西
田
町　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
藤
川

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
６
５
０
）

■
萩
美
術
協
会
展

５
月
14
日（
土
）〜
18
日（
水
）

萩
市
大
字
江
向
５
１
０

萩
市
民
館
小
ホ
ー
ル

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
３
１
）

■
大
屋
窯
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｅ

　

期
間
中
の
４
月
30
日
、
５
月
１
日
、

３
日
〜
５
日
は
出
張
喫
茶
カ
ピ
ン
珈
琲

が
や
っ
て
き
ま
す

４
月
30
日（
土
）〜
５
月
５
日（
木
・
祝
）

萩
市
椿
９
０
５　

大
屋
窯

（
０
８
３
８
・
２
２
・
７
１
４
１
）

■
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
コ
ン
サ
ー
ト

○
小
曽
根
真（
ピ
ア
ノ
）コ
ン
サ
ー
ト

５
月
14
日
（
土
）
午
後
７
時
と
午
後
９

時
の
２
回
公
演

料
金　

７
０
０
０
円

萩
市
土
原
２
９
１
‐
１
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
５
９
６
）

■
歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
「
幕
末
の
英

雄
・
高
杉
晋
作
の
英
断
（
仮
）」

　

高
杉
晋
作
生
誕
地
や
野
山
獄
跡
、
明

倫
館
な
ど
高
杉
晋
作
ゆ
か
り
の
地
で
撮

影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

放
送
予
定
日　

４
月
中
旬
の
水
曜
、
午

後
10
時
〜
10
寺
43
分

放
送
局　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

■
「
ｅ
ｏ
光
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
」

歴
史
ろ
ま
ん
紀
行  

藤
田
伝
三
郎
〜
奇

兵
隊
か
ら
財
閥
へ
〜（
無
料
動
画
サ
イ
ト
）

　

萩
市
出
身
の
藤
田
伝
三
郎
と
木
戸
孝

允
、
高
杉
晋
作
と
の
関
係
、
贋
札
事
件
、

大
阪
紡
績
設
立
な
ど
藤
田
伝
三
郎
の
生

涯
を
無
料
動
画
サ
イ
ト
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://eonet.jp/
eohikari-ch/

■
「
長
州
と
京
都
〜
幕
末
維
新
の
歴
史

巡
り
」　　
　
　
　
　
　
　

 

出
羽
修
著

　

萩
市
出
身
の
出
羽
修
さ
ん
（
萩
工
業

高
29
年
卒
）
が
自
費
出
版
。

　

幕
末
の
政
治
の
拠
点
・
京
都
に
残
る

長
州
ゆ
か
り
の
史
跡
や
志
士
達
の
活
動

を
つ
づ
っ
た
観
光
巡
り
の
ガ
イ
ド
。

価
格　

９
０
０
円
／
95
頁

申
込　

出
羽
修

（
０
７
２
・
６
３
５
・
１
４
８
５
）

■
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
国
際
線
の
機

内
誌
４
月
号

　

コ
ラ
ム「
愛
し
の
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
」

で
、
今
注
目
の
魚
“
萩
の
宝
石
”
を
食

す
と
し
て
金
太
郎
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

①
松
前
ひ
ろ
子
「
萩
み
れ
ん
」
の
Ｃ
Ｄ

を
２
名
様
。

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
維
新
・
人
・
夢
浪
漫
の

「
萩
か
る
た
」
を
２
名
様
。

■
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
近
況
等
を
明
記
の
う
え
、
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま

で
。
３
月
末
日
（
消
印
有
効
）。

　
森
本
悦
子
さ
ん　
　
（
東
京
都
中
央
区
）

大
岡
和
雄
さ
ん　
　
　
（
広
島
県
呉
市
）

岡
章
次
さ
ん　
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

横
尾
早
苗
さ
ん　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

山
口
雄
三
さ
ん（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

平
野
出
さ
ん　
　
　
（
東
京
都
品
川
区
）

大
橋
惠
子
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

福
井
圭
見
さ
ん　
　
　
　
　
（
周
南
市
）

末
若
哲
也
さ
ん　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

野
村
恒
雄
さ
ん　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

雪
野
勝
也
さ
ん　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

藤
村
宏
祐
さ
ん　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

藤
山
昭
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

高
橋
友
一
さ
ん　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

井
上
富
美
代
さ
ん　
　
　
　
（
下
関
市
）

萩
焼
会
館
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

花
谷
英
子
さ
ん　
　
　
（
大
阪
府
堺
市
）

三
牧
幸
啓
さ
ん　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

金
子
猛
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

池
部
三
郎
さ
ん　
（
大
阪
府
寝
屋
川
市
）

出
羽
伸
次
さ
ん　
　
（
東
京
都
文
京
区
）

小
川
雍
子
さ
ん　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

吉
﨑
志
朗
さ
ん　
　
（
島
根
県
浜
田
市
）

木
村
峰
康
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

山
川
朋
子
さ
ん
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

的
場
正
剛
さ
ん　
　
（
東
京
都
墨
田
区
）

後
藤
重
男
さ
ん　
　
（
大
阪
府
枚
方
市
）

（
12
月
25
日
〜
２
月
24
日 

27
人
）

新
規（
再
）加
入
会
員

テ
レ
ビ
情
報

萩
市
関
係

出
版
情
報

九
州
地
区

プ
レ
ゼ
ン
ト



春はウォーキング
の季節

　

日
本
海
に
面
し
た
山
口
県
萩
市
と
瀬

戸
内
海
沿
い
の
防
府
市
を
結
ぶ
「
萩
往

還
」（
約
53
㎞
）
は
、
幕
末
に
高
杉
晋

作
や
桂
小
五
郎
ら
が
疾
走
し
た
維
新
の

道
で
も
あ
る
。
峠
道
に
は
い
ま
も
多
く

の
石
畳
が
残
さ
れ
、
街
道
筋
の
集
落
に

は
往
時
の
面
影
が
漂
う
。

　

起
点
と
な
る
萩
の
唐
樋
札
場
を
ス

タ
ー
ト
し
市
街
地
か
ら
国
道
２
６
２
号

を
南
へ
。
橋
本
川
を
わ
た
り
山
陰
本
線

の
上
を
橋
で
越
え
る
と
旧
道
、
つ
ま
り

萩
往
還
道
へ
入
る
。
夏
み
か
ん
畑
の
中

の
緩
や
か
な
上
り
道
が
続
き
、
吉
田
松

陰
の
歌
碑
が
あ
る
「
涙
松
跡
」
で
小
休

止
し
た
。

　

最
初
の
一
里
塚
（
約
４
㎞
）
が
悴
坂

（
か
せ
が
さ
か
）
一
里
塚
で
、
大
き
な

石
積
み
の
道
し
る
べ
で
あ
る
。
こ
の
あ

た
り
か
ら
石
畳
と
土
の
道
に
な
り
、
街

道
歩
き
の
趣
が
ぐ
っ
と
増
す
。
宿
場
町

の
明
木
で
下
関
方
面
へ
の
赤
間
関
街
道

と
わ
か
れ
一
升
谷
へ
入
る
。
道
幅
は
４
、

５
km
あ
り
、
落
ち
椿
（
つ
ば
き
）
の
赤

い
花
弁
が
寂
し
さ
を
誘
う
。

　

山
里
の
棚
田
を
縁
取
る
よ
う
に
落
合

川
に
そ
っ
て
下
る
と
、
赤
が
わ
ら
の
屋

根
が
連
な
る
佐
々
並
集
落
へ
出
た
。
萩

か
ら
約
６
時
間
。

　
「
北　

長
門
国
阿
武
郡
」「
南　

周
防

国
吉
敷
郡
」
と
い
う
防
長
国
境
の
石
柱

を
見
て
、
一
ノ
坂
の
急
坂
を
い
っ
き
に

下
る
。
山
口
市
街
地
に
出
た
と
こ
ろ
で
、

のっぺい（汁）
材料

（10人分）

作り方
①里いもは皮を取り、適当な大きさ（一口大）に切り、
　塩をふっておく。
②ごぼう、れんこんを適当な大きさ（一口大）に切り、
　下ゆでしておく。
③しいたけは水で戻し、６～８等分する。
④にんじん・こんにゃくを適当な大きさ（一口大）に
　切っておく。
⑤塩をふっておいた里いもをよく洗う。
⑥材料を全部鍋に入れ、だし汁を入れて火にかける。
⑦６が煮立ってきたら調味料を入れて、中火で40分位煮る。
⑧仕上げに水溶き片栗粉を入れて出来上がり。

日本全国に分布する郷土料理の一つであるが、地方により使用
する食材は若干異なる。冬場を中心として、萩城下町の普段の
おかずとして祭りや仏事、客のもてなし料理としても親しまれ
ていた。本来は葛粉を使ってとろみをつけていたが、現在は片
栗粉や小麦粉が使われる。

知識！豆郷土料理

こだわり
仏事の時には精進にする。ギンナンが入る。萩
汁もの程汁気が多くなり、煮物より汁気が多い。福栄

萩・川上・むつみ・須佐・旭・福栄・阿武町

・里いも
・ごぼう、にんじん
・れんこん
・しいたけ
・こんにゃく

500g
各１本
１櫛
３枚
１枚

700㏄
小さじ 3
大さじ 4
１袋
少々

郷土料理レシピ⑨

（能平）
・だし汁
・塩
・砂糖
・だしの素
・水溶き片栗粉

２月19日（土）～３月21日（月・祝）
◇萩・椿まつり
３月６日（日）
◇萩・しろ魚まつり
３月13日（日）
◇萩の真ふぐまつり
３月26日（土）
◇萩往還ワンデーウォーク

３月27日（日）
◇萩の酒まつり
５月１日（日）～５日（木・祝）
◇萩焼まつり
５月３日（火・祝）～４日（水・祝）
◇萩・大茶会
５月３日（火・祝）～４日（水・祝）
◇萩往還まつり「技・明木展」

イ ベ ン ト カ レ ン ダ −
萩市観光協会　☎0838・25・1750

萩魚市場・道の駅
「萩しーまーと」

笠山椿群生林

千春楽味楽亭

萩市民体育館

萩魚市場

萩城跡指月公園外

乳母の茶屋周辺（明木）

佐々並・明木～中央公園 国
宝
･
瑠
璃
光
寺
の
五
重
塔
に
寄
り
道

し
た
。

　

国
道
２
６
２
号
と
付
か
ず
離
れ
ず
の

旧
道
を
南
へ
進
む
。
統
一
さ
れ
た
萩
往

還
の
道
し
る
べ
が
防
府
市
内
ま
で
よ
く

整
備
さ
れ
て
お
り
、
道
に
迷
う
こ
と
は

な
い
。
鯖
山
峠
を
越
え
、
佐
波
川
を
わ

た
っ
て
終
点
の
三
田
尻
御
茶
屋
に
着
い

た
。５
０
０
㎞
先
に
あ
る
船
着
き
場「
御

舟
倉
」
で
萩
往
還
歩
き
の
旅
を
終
え
た
。

元
日
経
新
聞
編
集
委
員　

土
田
芳
樹

（
阿
武
町
出
身
、
萩
高
昭
和
40
年
卒
）

維
新
の
道

「
萩
往
還
」を
歩
く

萩
～
山
口
・
防
府

唐樋札場跡から最初の
悴坂一里塚

道の駅「萩往還」のすぐ近くにある竹林。
苔むした土の道が続く

162011年３月（第98号）


